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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年５月期第３四半期 11,103 △7.5 1,305 7.5 1,473 16.1 1,004 16.8

2025年５月期第３四半期 12,001 11.6 1,214 16.1 1,268 14.1 860 19.7

（注）包括利益 2026年５月期第３四半期 1,231百万円（56.7％） 2025年５月期第３四半期 785百万円（△17.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年５月期第３四半期 63.15 61.06

2025年５月期第３四半期 53.92 52.36

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年５月期第３四半期 23,076 13,686 57.3

2025年５月期 17,901 13,167 71.0

（参考）自己資本 2026年５月期第３四半期 13,214百万円 2025年５月期 12,711百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年５月期 － 20.00 － 22.00 42.00

2026年５月期 － 21.00 －

2026年５月期（予想） 23.00 44.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,000 △6.1 2,000 3.3 2,050 2.6 1,400 4.9 88.15

１．2026年５月期第３四半期の連結業績（2025年６月１日～2026年２月28日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年５月期の連結業績予想（2025年６月１日～2026年５月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年５月期３Ｑ 16,750,000株 2025年５月期 16,750,000株

②  期末自己株式数 2026年５月期３Ｑ 876,091株 2025年５月期 867,027株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年５月期３Ｑ 15,909,187株 2025年５月期３Ｑ 15,955,002株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

　（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（3）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧下さい。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基
づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ
ります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．経営成績の概況（3）
連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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売上高 売上総利益 売上総利益率

建設コンサルタント業務 10,141 3,278 32.3％

事業ソリューション業務（※） 1,860 359 19.3％

合　計 12,001 3,637 30.3％

売上高 売上総利益 売上総利益率

建設コンサルタント業務 10,351 3,517 34.0％

事業ソリューション業務（※） 752 239 31.8％

合　計 11,103 3,756 33.8％

１．経営成績等の概況

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間（2025年６月～2026年２月）における当社グループの経営成績につきましては、受注

高は12,823百万円（前年同期は12,795百万円）となりました。

　売上高につきましては11,103百万円（前年同期は12,001百万円）となり、営業利益は1,305百万円（前年同期は

1,214百万円）、経常利益は1,473百万円（前年同期は1,268百万円）となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、1,004百万円（前年同期は860百万円）となりました。

（業務区分別売上総利益の状況）

前第３四半期連結累計期間（2024年６月～2025年２月）　　　　　（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間（2025年６月～2026年２月）　　　　　（単位：百万円）

※事業ソリューション業務には、土地区画整理事業における業務代行収入と、リース取引に関する会計基準

　に基づく賃貸料収入等が含まれております。

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産の状況）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は23,076百万円であり、前連結会計年度末に比較して5,175百万円の増加

となりました。その主な要因は流動資産4,581百万円の増加であり、現金及び預金936百万円の増加、受取手形、売

掛金及び契約資産3,035百万円の増加等によるものです。

　負債合計は9,390百万円であり、前連結会計年度末に比較して4,656百万円の増加となりました。その主な要因は

流動負債4,542百万円の増加であり、買掛金742百万円の減少、短期借入金5,600百万円の増加、賞与引当金523百万

円の減少等によるものです。

　純資産合計は13,686百万円であり、前連結会計年度末に比較して518百万円の増加となりました。その主な要因

は剰余金の配当683百万円と親会社株主に帰属する四半期純利益1,004百万円の計上等であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年７月10日に公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,688,902 2,625,336

受取手形、売掛金及び契約資産 7,548,943 10,584,471

未成業務支出金 80,570 144,183

販売用不動産 5,634 5,634

その他 194,403 740,219

貸倒引当金 △44,534 △44,534

流動資産合計 9,473,920 14,055,310

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,281,126 1,300,105

減価償却累計額 △367,318 △414,910

建物及び構築物（純額） 913,808 885,194

機械装置及び運搬具 748,144 728,025

減価償却累計額 △583,763 △581,257

機械装置及び運搬具（純額） 164,380 146,767

土地 1,962,779 1,962,779

建設仮勘定 8,900 6,613

その他 878,285 896,322

減価償却累計額 △737,647 △709,619

その他（純額） 140,637 186,702

有形固定資産合計 3,190,506 3,188,058

無形固定資産

ソフトウエア 57,261 46,350

その他 1,639 1,547

無形固定資産合計 58,901 47,897

投資その他の資産

投資有価証券 1,626,501 1,949,724

退職給付に係る資産 3,040,107 3,333,334

繰延税金資産 16,772 13,898

その他 494,486 488,128

投資その他の資産合計 5,177,867 5,785,086

固定資産合計 8,427,275 9,021,042

資産合計 17,901,196 23,076,353

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,229,523 487,326

短期借入金 － 5,600,000

未払法人税等 266,678 243,674

未成業務受入金 389,913 818,964

賞与引当金 654,221 130,608

受注損失引当金 2,059 －

株主優待引当金 33,285 －

その他 659,636 497,661

流動負債合計 3,235,318 7,778,235

固定負債

退職給付に係る負債 29,039 29,762

資産除去債務 270,637 271,511

繰延税金負債 1,193,991 1,306,408

その他 4,381 4,381

固定負債合計 1,498,049 1,612,063

負債合計 4,733,367 9,390,299

純資産の部

株主資本

資本金 2,131,733 2,131,733

資本剰余金 532,933 532,933

利益剰余金 9,160,322 9,481,370

自己株式 △605,840 △651,020

株主資本合計 11,219,148 11,495,016

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 748,159 1,002,915

退職給付に係る調整累計額 744,328 716,703

その他の包括利益累計額合計 1,492,487 1,719,618

新株予約権 456,192 471,418

純資産合計 13,167,828 13,686,053

負債純資産合計 17,901,196 23,076,353
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年６月１日
　至　2025年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年６月１日

　至　2026年２月28日)

売上高 12,001,855 11,103,281

売上原価 8,363,965 7,347,118

売上総利益 3,637,889 3,756,162

販売費及び一般管理費 2,422,968 2,450,299

営業利益 1,214,920 1,305,863

営業外収益

受取利息 528 3,005

受取配当金 47,493 47,389

受取保険金及び配当金 5,002 2,696

有価証券売却益 － 117,382

その他 10,478 18,836

営業外収益合計 63,503 189,310

営業外費用

支払利息 8,346 20,601

支払保証料 1,276 1,201

その他 － 277

営業外費用合計 9,622 22,080

経常利益 1,268,801 1,473,094

特別利益

固定資産売却益 1,493 876

特別利益合計 1,493 876

特別損失

固定資産売却損 257 －

固定資産除却損 46 1,555

特別損失合計 304 1,555

税金等調整前四半期純利益 1,269,989 1,472,415

法人税等 409,750 467,799

四半期純利益 860,238 1,004,616

親会社株主に帰属する四半期純利益 860,238 1,004,616

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年６月１日
　至　2025年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年６月１日

　至　2026年２月28日)

四半期純利益 860,238 1,004,616

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △32,968 254,756

退職給付に係る調整額 △41,297 △27,624

その他の包括利益合計 △74,266 227,131

四半期包括利益 785,972 1,231,747

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 785,972 1,231,747

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当社及び一部の連結子会社において当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

　当社グループは、地理空間情報業務、環境業務、まちづくり業務、設計業務及び事業ソリューション業務を

総合的に営む単一事業の企業集団であるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年６月１日

至　2025年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年６月１日

至　2026年２月28日）

減価償却費 138,721千円 151,525千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであ

ります。
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区分

財又はサービスの移転の時期

その他 合計一時点で顧客に移転
される財又はサービ
スから生じる収益

一定の期間にわたり移
転される財又はサービ

スから生じる収益

建設コンサルタント業務 － 10,141,692 － 10,141,692

地理空間情報業務 － 2,294,669 － 2,294,669

環境業務 － 575,144 － 575,144

まちづくり業務 － 4,601,207 － 4,601,207

設計業務 － 2,670,670 － 2,670,670

事業ソリューション業務 1,239,973 549,334 － 1,789,308

顧客との契約から生じる収益  1,239,973 10,691,026 － 11,931,000

その他の収益（注） － － 70,854 70,854

外部顧客への売上高  1,239,973 10,691,026 70,854 12,001,855

区分

財又はサービスの移転の時期

その他 合計一時点で顧客に移転
される財又はサービ
スから生じる収益

一定の期間にわたり移
転される財又はサービ

スから生じる収益

建設コンサルタント業務 － 10,351,002 － 10,351,002

地理空間情報業務 － 2,240,761 － 2,240,761

環境業務 － 504,604 － 504,604

まちづくり業務 － 4,853,423 － 4,853,423

設計業務 － 2,752,213 － 2,752,213

事業ソリューション業務 － 681,223 － 681,223

顧客との契約から生じる収益 － 11,032,226 － 11,032,226

その他の収益（注） － － 71,054 71,054

外部顧客への売上高 － 11,032,226 71,054 11,103,281

（収益認識に関する注記）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間（自　2024年６月１日　至　2025年２月28日）

（単位：千円）

（注）その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸料収入等であります。

当第３四半期連結累計期間（自　2025年６月１日　至　2026年２月28日）

（単位：千円）

（注）その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸料収入等であります。
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業務の区分等 受注高（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

建設コンサルタント業務

地理空間情報業務
2,877,834 22.4 106.4

環境業務 596,684 4.7 110.9

まちづくり業務 5,159,363 40.2 96.0

設計業務 3,394,897 26.5 94.0

事業ソリューション業務 794,796 6.2 139.9

合計 12,823,576 100.0 100.2

業務の区分等 手持受注高（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

建設コンサルタント業務

地理空間情報業務
2,267,449 20.3 110.0

環境業務 797,269 7.1 96.3

まちづくり業務 4,981,633 44.6 96.5

設計業務 2,348,779 21.0 103.2

事業ソリューション業務 783,847 7.0 116.2

合計 11,178,979 100.0 101.6

３．補足情報

（受注の状況）

　当第３四半期連結累計期間（自2025年６月１日　至2026年２月28日）

　当社グループは、地理空間情報業務、環境業務、まちづくり業務、設計業務及び事業ソリューション業務を総合

的に営む単一事業の企業集団であるため、セグメント情報は記載しておりません。

（１）受注高実績

当社グループは、単一セグメントであるため、業務の区分別の受注高を記載しております。

　（注）前期以前に受注した業務で、契約額の増減があるものについては、変更の行われた期の受注高にその増減額を含

んでおります。

（２）手持受注高

当社グループは、単一セグメントであるため、業務の区分別の手持受注高を記載しております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年4月9日

株式会社オオバ

取締役会　御中

PwC Japan有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 千葉　達哉

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 小川　雅嗣

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社オオバの2025年6月1日から2026年5月31日ま

での連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2025年12月1日から2026年2月28日まで）及び第3四半期連結累計期間（2025

年6月1日から2026年2月28日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略

が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記

載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任

がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
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（注）1．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

2．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されてい

ないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ

る場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に

関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を

表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来

の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないか

どうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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